
 

    ハイライト 

 雨水・次候2月23～ 

27日 「霞始靆かすみ は

じめて たなびく」 「たな

びく」とは、雲や霧、煙

などが横に長くただよう

様子をいう。つまり全体

では、

霞がた

なびき

始める

といっ

た意

味。春

には、

霞のた

めに遠

くの山

や景色がぼやけて見え

る。その様子を表したも

のである。なお気象用語

には霞はなく、あるのは

靄もやと霧と濃霧の3つ

で、視界が1㎞以内であ

れば霧、それ以上は靄だ

が、これとは別に習慣

上、秋のモノを靄、春の

モノを霞と呼び分けてい

る。この頃開花する植物

としては沈丁花が代表的

である。 本日23日猫

の日も過ぎ、ブロッコ

リー苗を畑に植える予定

のカカ「風が強くてマル

チが張れないョ」とハナ

と添い寝の文庫本三昧、

トトは締切前の農事通信

を書いていています。 

 発行所 ファーム７７３ 

 囲炉裏に火をおこし鉄瓶から湯気

立ち、薪ストーブを焚いて暖かくし

たお宿、お馴染みのお客様をランチ

にお出迎え。食後は楽しくお話も弾

みましたが、このランチ以降の2月

18日から、ナナミちゃんのお宿は

臨時休業としました。新型コロナウ

イルスの検査体制や治療方法などが

整いましたら、再開いたします。 

2 「ナナミちゃんのお宿」

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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ゲが座布団

代わり、庭

の三つ葉近

くでハナ 

02.14撮影 

1 育ってはいますが 

←柔らかな

生食用の大

葉春菊を収

穫する。 

→長ネギの

1畝に霜除

けネットを

かけて、葉

も食べられ

るようにし

ています。 

 例年にない暖

かさが続き適当

な降雨もあり、

冬の期間だけを

みれば、ありが

たい。冬野菜の

ニュースを見て

いると、大根や

キャベツの産地では、例年よ

り育ち過ぎて廃棄処分など話

題に。夏は? 害虫や病気に冷

夏などと心配になります。 

02.16小雨が降り始め

朝霧に包まれた裏の

林。朝霧のなか逝った

キキを思い･･･沈む心 

←畑の左端、霜に強い昔

菜、鳥が食べるのでカゴ

を置く ↑昔菜の芯の若葉

を収穫、緑濃い食材です 

↑梅酢ご飯に梅ジソを粉にし

てパラリ!! モチ米モッチリで

サッパリし

たご飯。 

↓ランチ全品、

右上は野菜サラ

ダにトンカツ、

カボチャの冷

スープ、手作り

の漬物三種など 

↘コーヒーに手作

りオハギを添えて 

↓原木椎茸と実山

椒の佃煮、三つ葉

入り出し巻き卵、

菜の花辛し和え。

野菜サラダに彩を

↙庭畑から食材を 

←甘味は増

したが育ち

過ぎて割れ 

漬物にした

カブ 

→ホウレン

草も茎を生

食すると甘

味がある 

2月15日のランチ 



 毎年続けている原木キノ

コ作り、椎茸に平茸、キク

ラゲにナメコ、今年は椎茸

だけ打ち込む予定。以前、

購入した他県の菌駒は全く

ダメで、昨年からは地元の

菌駒に替えました。収穫ま

で2年ほどかかるので、林

の木も再生するよう毎年数

本だけ切っています。 

3 キノコ原木作り 
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5 二月のお味  

 古時計好きのトト、ナナミちゃんのお

宿 和箪笥の上に古い置時計。右端の家

型時計は、振り子式で毎日時を知らせる

が、ゼンマイは二日ごとに巻いていま

す。四角いライオン飾りの目覚まし時

計。黒い文字盤の丸い目覚まし時計は、

トトが45年前に使っていたモノ。奥の

四角は大理石の目覚まし時計。手前の頭

に丸いベルが着いた時計は、日本初の目

覚まし時計。5台全て精工舎製。左端の

ブロンズ像は1968年セイコー キャン

ペーン記念の品。母屋の時計も精工舎の

古い柱時計です。 

4 古時計の話し 

↑刻んだ原木椎茸に冷凍保存

の茹でた実山椒をいれ 

→煮汁が無くなるまで、絡め

ながら煮込めば出来上がり。 

熱いうちに瓶詰にして必要の

都度、器に盛りつけ。甘辛い

味にピリッ!! と山椒の刺激が

味の深みを広げます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大

により、ナナミちゃんのお宿は2

月18日より、申し訳ありません

が当分の間は休業いたします。    

 忙しくしていても、いつの間に

か逃げてしまう二月、お客様がお

出でにならなくても、わが家で採

れたもので食料備蓄、営業再開に

備えています。 

②

↑細かい枝先はツル

豆の誘引用。→椎茸

原木に使う、菌駒を

2000個購入したの

で後は打ち込む作業 

↑追熟させていた

雪化粧カボチャを

切り分け、↗皮を

剥き四角に切って

計量 ←カボチャの

冷スープ四人分づ

つの分量に小分け

し、フリーズパッ

クで冷凍保存 して 

→冷スープにする 

←キノコ原木に

水遣り、日除け

ネットを被せた

りと管理する。

落ち葉を空き袋

に詰めて、林の

斜面をキレイ

に。  →暖かな

玄関土間で椎茸

の芽が出た原木

を管理、霧吹き

をしビニール袋

をかぶせ保湿

し、椎茸を育て

ています→ 

←2月1日と4日、母屋裏の林で椎茸用の木を5

本切った。立ち木に挟まったりして、カカトト

倒すのに苦労

する。 

→原木の寸法

に切り、カカ

が椎茸菌駒を

打ち込む場所

に運び上げ

る、切ったば

かりの原木は

重くて大変。  

原木用のコナラ5本の他にヒ

ノキ2本も切った→年輪を数

えると24年ほど、コナラも

同様でした。↓切り終えた林

の落ち葉を掃き寄せるカカ、

↘長い切り株は支柱にして、

椎茸原木を並べます。 


